
し
た
故
で
あ
る
。
師
ち
、
獲
行
の
邊
延
に
よ
り
、
本
巻
が
世
の
待

豊
に
報
ゆ
る
所
愈
平
な
る
を
加
へ
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。

　
爾
ほ
、
巻
頭
に
｝
冒
主
要
8
Φ
氏
の
膨
鐸
。
身
9
9
が
あ

る
。
十
二
頁
の
短
文
で
あ
る
が
、
以
て
園
賦
σ
q
⑦
≦
翅
の
説
に
封
ず

る
學
界
の
動
き
を
察
す
る
事
が
嵐
來
や
う
。
（
O
鋤
ヨ
σ
議
α
q
Φ
d
尋

く
。
透
信
津
①
ω
。
。
b
一
㊤
G
。
一
．
。
。
く
p
c
。
O
。
。
．
器
け
第
一
巻
も
咋
年
改
版
さ
れ

た
。
）
〔
水
川
〕囎

8
笛
一
意
国
H
O
乞
○
国
己
口
じ
d
国
酒
d
ρ

　
国
●
］
W
．
鎧
匪
菊
ω
出
●

　
グ
ラ
ッ
ク
ス
兄
弟
の
社
會
蓮
動
質
感
、
約
百
年
の
間
武
力
圏
雫

に
迄
襲
展
し
た
ロ
…
マ
共
和
末
期
の
内
宮
を
統
一
し
、
ロ
ー
マ
に

再
び
卒
和
と
繁
榮
と
を
欝
さ
ん
と
し
た
者
の
う
ち
、
特
に
注
目
さ

る
べ
き
は
カ
エ
サ
ル
と
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
と
で
あ
っ
た
。
前
者
は
當

指
導
強
靱
に
ロ
ー
マ
入
の
精
紳
を
指
導
し
て
居
る
ロ
マ
ン
ド
ム
を

越
え
て
、
一
路
モ
ナ
ル
ヒ
…
に
突
進
し
て
紀
元
四
十
五
年
の
カ
タ

ス
ト
ロ
ー
フ
を
惹
超
し
、
後
者
は
、
一
方
に
観
て
は
、
よ
く
ロ
ー

マ
精
紳
を
奪
重
し
、
他
方
に
於
て
は
、
偉
大
な
る
個
性
の
出
親
と

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

そ
の
統
治
を
翅
望
す
る
魔
震
害
要
求
に
磨
じ
て
、
此
慮
に
政
治
形

態
と
し
て
は
共
和
的
な
元
老
院
政
治
と
、
事
實
上
震
亀
9
ご
貯
躰

な
意
味
に
於
て
彼
の
專
政
と
を
含
む
、
所
謂
℃
瓢
⇔
o
骨
舞
。
を
創
立

し
た
。
此
二
元
的
な
政
治
形
態
が
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
L
ヌ
ス

帝
に
よ
る
純
然
た
る
一
元
的
な
U
O
雪
ぎ
躰
確
立
を
見
る
迄
如
何

な
る
歴
史
的
過
程
を
二
つ
た
か
は
、
ロ
ー
マ
帝
政
史
上
最
も
注
目

さ
る
べ
き
こ
と
に
薦
す
る
。
先
に
8
ゲ
0
8
鄭
⇔
伽
帥
賦
9
μ
O
団
拶
0
8
⇔
口

国
ヨ
℃
貯
。
を
著
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
冒
ヨ
。
帯
纂
Φ
が
如
何
に

し
て
、
叉
何
故
に
成
立
し
た
か
を
詳
遽
し
た
者
が
、
先
づ
そ
れ
を

鰹
承
し
た
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
政
治
傾
向
を
研
究
し
た
所
以
も
亦
そ

の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
薯
者
自
身
の
手
に
な
る
本
書
の
序
文
及

第
八
章
に
論
く
所
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。

　
著
者
は
先
づ
第
一
章
日
ぎ
Φ
泣
蕊
嘗
偽
乞
。
。
踏
曲
降
。
誉
器
に
予
て

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
に
棄
す
る
根
本
史
料
と
し
て
、
タ
キ
ツ
ス
の
年
代

記
、
デ
ィ
オ
・
カ
シ
ウ
ス
の
ロ
ー
マ
史
、
ス
ェ
ト
ニ
ウ
ス
の
皇
帝

傅
を
暴
け
、
第
一
の
も
の
を
以
て
そ
の
最
上
の
も
の
と
設
き
、
そ

れ
に
鋤
し
て
比
較
的
詳
細
な
批
評
を
な
し
て
居
る
。
而
し
て
」
般

に
ロ
ー
マ
入
の
手
に
な
る
歴
史
に
蜀
し
、
て
は
目
δ
男
。
琶
嚢
・
霧

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
二
九
七
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｝
類
⊆
σ
霧
魅
≦
8
犀
五
器
○
一
）
甑
9
げ
鼠
巽
9
6
ヨ
凶
o
O
吋
ヨ
葦
轟
弛
。
？

β
沼
賦
○
昌
一
コ
プ
八
丁
月
回
節
辱
一
喝
羨
録
乙
ε
ヨ
○
自
洞
δ
｛
戸
ご
記
ぴ
・
δ
9
0

で
Φ
器
8
巴
曙
O
h
3
⑦
ρ
露
。
証
ε
象
℃
｝
喜
二
9
8
餌
読
⇔
9
9
、
？

緊
。
。
曹
と
評
し
、
タ
キ
ツ
ス
に
も
総
髪
鋏
鮎
あ
り
と
言
ひ
、
≦
o

旨
葺
け
冒
島
①
土
管
①
鼠
器
一
）
蜜
三
μ
簿
｝
6
（
ま
導
0
9
邑
q
Φ
お
島
。
斧

お
貯
ξ
ぎ
昏
。
蒔
匿
o
h
ノ
＜
｝
舜
毒
①
ぎ
。
≦
o
h
o
ぎ
戸
慧
。
・
霞
讐
。
。
。

餌
霞
亀
2
≦
三
〇
び
7
0
碧
8
9
潜
コ
畠
訂
。
け
σ
団
昏
。
営
9
凶
～
・
o
む
。
葦
凱
。
げ

弓
9
・
9
霧
2
・
。
。
鼠
ぴ
○
自
ε
罫
昌
と
結
ん
で
居
る
。
此
彼
の
歴
史
研
究

態
度
は
歴
史
家
と
し
て
は
滞
り
に
も
鎌
脚
な
も
の
と
は
言
へ
、
抽

象
的
、
シ
ェ
マ
ー
テ
ッ
シ
ュ
な
歴
史
研
究
に
吊
り
易
き
現
代
の
歴
史

研
究
者
の
味
ふ
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。
第
二
章
目
δ
δ
σ
q
8
団
窺

｝
護
諺
言
。
。
に
於
て
は
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
政
治
を
叙
述
し
、
そ
れ

が
所
謂
α
醇
。
ξ
な
る
こ
と
を
論
じ
て
、
特
に
注
臼
さ
る
べ
き
も

の
は
な
い
。
唯
、
脚
註
に
「
二
丁
鳥
貯
。
ξ
は
①
小
学
Φ
§
と

ω
①
鑓
8
と
の
間
の
鋤
鳥
ぎ
。
・
δ
ロ
9
餅
㊦
≦
o
憎
三
と
読
明
さ
れ
る
も
、

余
は
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
に
於
け
る
そ
れ
は
鋤
島
く
邑
O
⇔
ぴ
簿
二
δ
①
昌

号
①
9
ご
O
¢
δ
肖
窪
α
跨
⑦
お
℃
目
σ
蕾
と
い
ふ
を
よ
り
正
確
な
り
と

思
ふ
」
と
言
っ
て
居
る
の
は
、
今
後
の
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
研
究
者

　
　
　
　
　
　
第
十
七
陰
　
第
二
號
　
　
二
九
入

に
急
な
る
問
題
を
提
供
し
た
と
言
へ
る
。
第
三
長
日
ぎ
鴛
O
？

鉱
§
駄
↓
警
察
量
に
て
は
》
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
に
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム

が
與
へ
ら
れ
た
の
は
ロ
ー
マ
國
民
に
よ
っ
て
で
な
く
元
老
院
に
よ

っ
て
“
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
此
事
實
は
、
彼
の
地
位
を
弓

ぼ
5
）
o
圃
X
ご
瓢
臼
”
α
身
圃
。
・
器
δ
の
そ
れ
か
ら
、
2
）
旨
琴
巳
鼻
翼
2

H
2
9
9
芭
玄
。
δ
夢
①
。
。
曾
翼
。
の
地
位
に
ぎ
霧
♂
同
影
し
た
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
と
言
っ
て
居
る
こ
と
は
、
前
記
の
脚
註
と
併
せ
注

目
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
更
に
本
章
に
て
著
者
は
　
テ
ィ
ベ
リ
ウ

ス
と
元
老
院
と
の
驕
慢
を
、
元
老
院
内
外
の
蕾
貴
族
と
新
貴
族
と

の
封
立
を
観
、
そ
の
黒
黒
に
謝
す
る
各
事
實
を
通
も
て
み
ら
れ
る

彼
の
態
度
に
於
て
考
察
し
て
居
る
。
第
四
章
は
0
2
霧
蝕
2
。
・
と

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
と
の
暗
翻
と
、
グ
ル
マ
ニ
ク
ス
の
遠
征
と
を
叙
蓮

し
て
居
る
が
、
そ
の
屠
翻
も
軍
に
訳
者
の
個
入
的
な
野
郎
と
し
て

説
か
れ
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
史
上
如
何
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
か

と
い
ふ
こ
と
に
封
し
て
は
何
ら
の
考
慮
も
及
ぼ
さ
れ
て
居
な
い
こ

と
が
本
章
の
最
大
鋏
鮎
で
あ
る
。
第
五
章
日
｝
6
＄
身
σ
。
o
＜
2
停

臼
。
緊
9
目
σ
Φ
瞥
ω
ぎ
カ
。
津
。
．
に
て
は
、
少
く
と
も
紀
元
一
一
三
年

迄
は
、
彼
の
内
政
的
態
度
が
極
め
て
公
正
に
し
て
卒
和
的
で
あ
り

（ユ40）



元
老
院
と
協
調
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
多
く
茶
時
の
告
訴
事
件
を

通
し
て
述
べ
、
第
三
章
鶉
σ
窪
器
§
畠
昏
。
国
王
嘗
Φ
に
干
て
は

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
屠
州
に
封
ず
る
政
策
を
論
じ
、
大
話
に
於
て
彼

が
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
と
同
襟
に
、
境
界
の
防
禦
、
鍋
州
民
の
李
和
を

維
持
す
る
こ
と
を
そ
の
．
政
策
の
骨
子
と
せ
る
こ
と
を
詳
言
し
て
居

る
。
第
七
章
夢
⑦
ω
㌶
漏
0
9
σ
Q
δ
h
o
H
跨
Φ
鈴
8
①
ω
。
。
δ
昌
に
於
て
ω
①
す
髭
ω

を
中
心
と
し
て
、
後
獺
者
雫
ひ
た
る
御
家
騒
動
を
詳
細
に
蓮
べ
、
そ

の
子
騨
器
器
の
死
後
彼
の
心
境
の
慶
化
に
つ
い
て
述
べ
、
第
八

章
臼
滞
o
M
o
ω
⑦
o
h
夢
Φ
同
①
お
昌
に
於
て
、
セ
ヤ
ヌ
ス
浸
落
以
後
、

彼
の
攻
策
が
鳥
①
巷
。
鋤
。
。
ヨ
に
鍵
じ
た
こ
と
僧
多
く
の
裁
鰐
事
件
に

於
け
る
彼
の
行
動
に
よ
っ
て
論
じ
て
居
る
。
著
者
は
云
ふ
、
目
6

甥
げ
。
首
p
・
8
0
臨
渉
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雅
。
・
仲
察
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。
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霧
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①
ω
。
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既

質
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創
ω
凶
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毒
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太
書
は
、
時
と
し
て
心
理
解
剖
の
猫
噺
を
含
み
、
或
は
愛
料
に

則
す
る
の
優
り
，
ゴ
シ
ッ
プ
的
な
事
實
を
も
、
他
の
歴
史
事
實
と

　
　
　
　
　
紐
　
　
　
介

は
無
閥
係
の
姿
に
於
て
述
べ
て
み
る
等
の
訣
隔
あ
れ
ど
、
プ
リ
ン

チ
ペ
ー
ト
か
ら
帝
政
へ
の
過
渡
期
と
し
て
、
テ
ィ
ベ
リ
ゥ
ス
の
晩

年
の
政
策
を
翠
黛
。
駐
諺
と
槻
る
等
、
ロ
ー
マ
史
研
究
者
に
は
興

味
を
起
さ
し
め
る
も
の
を
多
く
含
ん
で
み
る
。
本
書
は
爾
8
7
Φ

ω
o
璋
8
。
・
9
癖
。
ぎ
。
。
他
撒
濡
の
附
厩
論
文
あ
り
、
ロ
ー
マ
史
研
究

者
に
は
是
非
｝
讃
を
す
蕊
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
（
本
文
、
ニ
ニ
九

頁
、
附
燭
論
文
一
八
一
頁
○
駄
○
乙
φ
尊
く
Φ
透
谷
津
。
ω
。
。
．
6
G
。
ピ
）

〔
井
上
〕

醗
U
霧
窯
鐸
Φ
蜀
犀
興
（
葺
図
宮
N
o
峯
鴛
。
・
8
ロ
毎
お
2
μ
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．
．
♂
ぐ
δ
ω
9
綴
○
び
9
津
ω
毎
ρ
息
H
（
鎚
け
⊆
弓
博
樽
切
9
H
目

　
　
　
　
　
H
b
首
N
蒔
籠
己
名
冨
ρ
お
こ
。
O

　
維
納
大
學
で
は
、
、
學
考
の
公
開
講
演
（
＜
9
オ
。
。
欝
β
置
6
＜
0
7

櫛
薦
。
）
を
催
し
た
後
、
そ
れ
を
、
差
響
・
・
ω
。
琶
ε
廷
囚
島
詳
・
と
言

ふ
叢
書
の
形
で
屡
次
出
版
し
つ
・
あ
る
。
本
書
U
霧
豊
熟
箋
2

は
一
九
三
〇
年
に
此
の
叢
書
の
第
三
巻
と
し
て
覗
れ
た
も
の
で
あ

る
σ

猫
逸
史
學
の
本
糠
で
あ
る
伯
林
大
學
が
、
前
世
紀
以
來
の
傳
統

　
　
　
　
　
　
第
十
七
霧
　
第
二
號
　
　
ご
九
九
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